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1 はじめに 

 学校と科学館・博物館の連携，協力については，

教育基本法第13条に，「学校，家庭及び地域住民

その他の関係者は，教育におけるそれぞれの役割

と責任を自覚するとともに，相互の連携及び協力

に努めるものとする。」とある。また，博物館法

第3条には，十一に，「学校，図書館，研究所，公

民館等の教育，学術又は文化に関する諸施設と協

力し，その活動を援助すること。」とある。さらに， 

博物館の設置及び運営上の望ましい基準には，第

八条の二に「学校教育及び社会教育における博物

館資料の利用その他博物館の利用に関し，学校の

教職員及び社会教育指導者に対して適切な利用方

法に関する助言その他の協力を行うこと。」と記さ

れている。その他にも，第3期科学技術基本計画

では，「科学館・博物館と学校の連携を支援するこ

とで，観察・実験等の体験的・問題解決的な学習

の機会を充実する」とある。第4回の基本計画に

も「国及び教育委員会は，大学や産業界とも連携

し，研究所や工場の見学，出前型の実験や授業，

デジタル教材の活用など，実践的で分かりやすい

学習機会を充実する」ことがうたわれている。こ

のように，国の方針として学校と博物館等の連携

の大切さは明確に示されている。 

 そこで， 各広場の展示，サイエンスステージ，

実験カウンター，人形劇などの教育資源を有する

千葉県立現代産業科学館の特色を生かし，中学校

理科において，各学年に活用可能な教育資源を整

理・整備し，それらが効果的に活用され，学校利

用促進につながる具体的な方策について考えてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 中学校理科の学習内容と，現代産業科学館が

所有している教育資源 

中学校で学ぶ理科の学習内容は以下の表 1のと

おりである。 

表 1 中学校理科学習内容 

1年生の単元 章 

○身近な生物の観察 

単元1 

植物の生活と種類 

1章 植物の体のつくりと 

はたらき 

2章 植物のなかま分け 

 

 
単元2 

物質のすがた 

1章 いろいろな物質 

2章 気体の発生と性質 

3章 物質の状態変化 

4章 水溶液 

単元3 

身近な物理現象 

1章 光の性質 

2章 音の性質 

3章 力と圧力 

単元4 

大地の変化 

1章 火山 

2章 地震 

3章 地層 

4章 大地の変動 

2年生の単元 章 

単元1 

化学変化と原子・分子 

1章 物質の成り立ち 

2章 いろいろな化学変化 

3章 化学変化と物質の質量 

4章 化学変化と熱の出入り 

 

単元2 

動物の生活と 

生物の進化 

1章 細胞のつくりとはたらき 

2章 生命を維持するはたらき 

3章 行動のしくみ 

4章 動物のなかま 

5章 生物の進化 

単元3 

電流とその利用 

1章 電流と回路 

2章 静電気と電子 

3章 電流と磁界 
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単元4 

気象のしくみと 

天気の変化 

1章 気象観測 

2章 大気中の水蒸気の変化 

3章 前線の通過と天気の変化 

4章 日本の気象 

3年生の単元 章 

 

単元 1 
運動とエネルギー 
 

1章 力のはたらき 
2章 物体の運動 
3章 仕事とエネルギー 

 

単元 2 
生命の連続性 
 

 

1章 生物の成長とふえ方 
2章 遺伝の規則性と遺伝子 
 

単元3 
自然界のつり合い 

1章 自然界のつり合い 

単元4 
化学変化とイオン 

1章 水溶液とイオン 
2章 酸・アルカリとイオン 

 

 

単元 5 
地球と宇宙 

1章 天体の 1日の動き 
2章 天体の 1年の動き 
3章 太陽と月 
4章 太陽系と銀河系 

単元6 
地球の明るい未来の 
ために 

1章 自然環境と人間のかかわり 
2章 くらしを支える科学技術 
3章 たいせつなエネルギー資源 

※斜体は当館の教育資源の中にあるもの 

当館では常設の展示物や展示の一環として行

う演示実験，また，学校への出張講座，実験器具

の貸し出しなど多くの教育資源を有している。こ

れらを活用し，学校では体験することが困難な自

然や科学に関する情報を提供している。中学校理

科の学習内容と，当館の教育資源との関係性につ

いては別紙 1（中学校理科 1分野），別紙 2（中学

校理科 2分野）に示してあるとおりである。出張

講座については，化学演示実験等おこなっている

が，主に小学生対象の実験となっている。器具の

貸し出しについては，ソーラークッカーキット，

エレキテル模型キット，圧電発電キットがある。 

表 1の斜体で示している章は当館の教育資源の

中にあるものであり，20/44（1 分野に関しては

17/21）をしめている。 

このことから，当館が所有している教育的資源

は，中学校理科 2分野に対しては若干弱いものの，

中学校 1分野の内容をほぼ網羅しているたいへん

充実した科学館であるといえるだろう。 

 

3 学校とのかかわりの現状 

当館の教育資源は，学校教育における体験活動

の場として，また，高い専門性を持った人材とネ

ットワーク・豊富な学習資源・その他科学技術の

学習指導に係る学習環境を持つ場として充実した

ものとなっている。さらに，世間一般や小中学校

の教員から，科学館が持つ教育力の活用は期待さ

れているにもかかわらず， 現状は中学校に科学館

が活用されていない状況である。それは中学校の

理科教員が，科学館の内容等を知らないこと，外

部の機関に目を向ける時間的な余裕がないこと，

学校と他機関との壁が依然高く，両者の関係をコ

ーディネートする人材・手立ても乏しく，コミュ

ニケーションが十分に図られていないことなどに

起因すると考えられる。 

 一方，当館の使命の一つには，「県立博物館と

して高い専門性と幅広い活動を維持し，地域の各

種団体との親和に留意するとともに産業界，学校

教育，NPO 組織等との連携を密にして県民のニ

ーズに応えます。」とうたわれている。学校教育

の中では，団体として小学生の来館者が多く，校

外学習のコースとして設定している学校が多い。

また，雨の日のみ来館する予定の小学校も多く，

校外学習の雨天コースとして設定している学校も

多く見られる。それに対して，中学校は団体とし

ては私立中学校，科学部の来館があるが，数はと

ても少ないという現状が見られている。 

 

4 現代産業科学館の特色を生かすために 

当館においては，これまで学校との連携に焦点

をおいた研究がされており，実験工作教室等のプ

ログラムやワークシート，解説書の開発がおこな

われてきた。しかし，それらが，中学校利用促進

に現在効果的に活用されているとは言えない状況

である。中学校利用には，出前授業，機材の貸し

出しなど様々な形態が考えられるが，今回は中学

校が来館することを中心に，来館の動機づけとな

るための方策を考えたい。 

職員の中に教員経験者が複数いるといった実
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態は，他の博物館よりも中学校との連携が図りや

すい環境にあると考えられる。 

国立科学博物館の調査によると，全国の小中学

校の教員の 90.2％が「学校にはない教材，学習環

境，設備等」を科学館等利用による役立つものと

考えている。 

当館の中では，放電実験室，実験シアターにお

ける「液体窒素を利用した実験」，サイエンスステ

ージでの「楽しい科学実験」等は，上記の条件を

十分に満たしていると考える。 

放電実験室に関しては，ドイツ博物館

（Deustsches Museum）の施設をモデルとして

設計された直流 100 万ボルトの雷放電や交流 12

万ボルトの沿面放電（図 1），アーク放電などダイ

ナミックな放電実験に解説を交えて行なっている。

また，電力産業の送電系の避雷について紹介する

ことをねらいとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 放電実験室での沿面放電実験 

1 日 4 回の放電実験だけでなく，雷が発生する

仕組みや雷から身を守る方法について実験をふま

えた解説の映像を常時放映している。そのため，

中学 2年生の「静電気と電流」だけでなく，近年

増えている夏場の落雷から身を守るための安全指

導に活用できる。本物の雷に近い形を安全に観察

できるこの大がかりな実験は，学校では実施不可

能であり，当館ならではのものである。 

サイエンスステージ（図 2）では，ベルの発明

（中 1・音の性質）， エジソンの発明（中 3・い

ろいろなエネルギーとその移り変わり），ファラ

デーの発見（中 2・電流と磁界）， ガリレオの発

見（中 3・力がはたらく運動），大気圧の発見（中

1・空気の圧力）， ニュートンの発見（中 1・光の

性質）， 炎色反応（中 2・いろいろな化学変化）， 

ものの浮き沈み（中 1・浮力，中 1・密度）， 熱

エネルギーの実験（中 1・物質の状態変化，中 3・

いろいろなエネルギーとその移り変わり）， キュ

リー夫人と放射線（中 3・エネルギー利用の課題）， 

クラドニ図形（中 1・音の性質）， 風に浮かぶボ

ール（中 1・空気の圧力）， 静電気（中 1・電気

の力），という 13の実験を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 サイエンスステージでの音の実験 

実験の内容は，（ ）内で示したとおり，中学

校でおこなっているものがほとんどであるが，学

校でおこなうよりスケールの大きい実験となって

いるため，当館ならではの実験と考えられる。 

 

実験シアターに関しては，液体窒素を使用して， 

液体酸素をつくる物質の三態の実験（図 3）は，

当館が， 科学技術振興事業団の演示ショーアイデ

ィアコンテストで理事長賞を獲得したオリジナル

の実験装置である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 実験シアターでの，物質の三態実験 

その他にも，液体窒素を使って，ゴムの冷凍実験，

マイスナー効果や電球の明るさの変化でわかる超

電導実験に解説を交えて行うことにより，超低温

の世界を紹介している（図 4）。 

 



現代産業科学館の，中学校理科授業への活用について 

 

 
- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 実験シアターでの実験 

1 日 4 回の実験の中では，実験をみせるだけで

なく，ゴムの廃棄処理など科学が，実際の生活に

どのように役立っているのかも紹介していて，中

学 1年生の「物質の状態変化」，中学 3年生の「く

らしを支える科学技術」に活用できる。当館では， 

液体窒素製造装置（図 5）があるため，製造が可

能だが，液体窒素は，管理の関係で学校では実施

が難しいため，当館ならではの実験であると考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 液体窒素製造装置 

その他にも，中学 3年生の「自然と人間と科学

技術」に活用できる新しい情報として，1F「先端

技術への招待」のフロアに，本年度，ノーベル物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 梶田隆章さんの紹介 

理学賞を受賞した梶田隆章さんの紹介（図 6）と，

関東に 2つしかない，スーパーカミオカンデの情

報がリアルタイムで見られるイベントディスプレ

イを光電子増倍管の隣に設置した（図 7）。日本人

の快挙を報じるとともに，世界でも注目されてい

る希少な映像や実物も当館ならではのものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 イベントディスプレイの映像 

 これだけの教育資源とその価値を中学校の理

科教員に周知し， 少なくとも近隣の中学校の理科

教員が，科学館である当館の内容等は知っている

ようにするための手だてが大切である。 

 

5 中学校の利用促進のために 

 国立科学博物館の小・中学校に対するアンケー

ト調査によると科学館を利用しにくい理由は①

「博物館に行く時間がない」が 64.7％，②「近隣

に適当な博物館がない」が 64.6％とこの両者がほ

ぼ同率で並び，以下③「交通費，見学料などの費

用が確保できない」が 51.0％，④「教科間，学級

間で日程の調整ができない」が 39.7％，⑤「引率

教員が確保できない」が 17.8％，⑥「博物館を利

用した授業の知識・技術がない」が 13.6％と続い

ている。②「近隣に適当な博物館がない」が全体

の 3分の 2近くの中学校から指摘されていること

が特記されている。 

②の理由を解決するためには，まず当館近隣の

中学校から利用の促進を進めていくことが大切で

はないかと考える。時間がかかるが，近隣の学校

の利用度が増せば，教員の当館への理解度が高ま

る。教員は市内の学校への転勤が多いため，今後

市内の他の中学校に転勤した際に，新たにその学

校でも利用してくれるという好循環が生まれる可

能性がある。そうなると，⑥の理由も同時に改善
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できていくのではないかと思われる。③の理由に

関しては，当館では，ホームページ上に減免申請

の手続きをのせ，見学料に関しては無料となるよ

うにしている。①，④，⑤，に関しては，基本的

には，学校現場でしか解決できないことのため， 

「4 現代産業科学館の特色を生かすために」で

述べたように，「学校にはない教材，学習環境，設

備等」を周知し，それが，校内での日程調整の労

力や時間を生み出す大変さを上回る学習効果だと

考えてもらえるように宣伝活動をおこなうことが

一つの方法である。    

当館のホームページでは，中学校等の学校団体

向けに，午前中に来館する場合と午後に来館する

場合の，おすすめの見学プラン（120 分）を紹介

している。また，松戸市にある千葉県西部防災セ

ンターと協力し，防災と科学をテーマとした学校

見学モデルコースも紹介している。理科だけの学

習として，校外に出ることが，時間の関係上難し

いことが考えられるため，防災（西部防災センタ

ーでは，地震，風水害，煙，消火等，当館では，

放電実験室での雷に対する防災）と理科の勉強を

組み合わせて，校外学習としての学習効果を高め

る工夫も紹介している。このモデルコースは， ①，

④，⑤，の理由を解決する一つの方法ではないか

と考えられる。    

また，現在は，一つのモデルプランだけである

が，本館の展示運営協力会には，事業協力をして

くれているところが，大学（千葉大学・千葉工業

大学・日本大学・東京電機大学・東邦大学・工学

院大学），研究所（かずさDNA研究所・電力中央

研究所・産業支援技術研究所），企業（出光興産・

DIC・日本電気・フジクラ・双葉電子・マブチモ

ーター・京葉ガス・マイクロテック・ニチオン・

キッコーマン）と豊富にあるので，千葉西部防災

センターとのようにお互いに協力することで，テ

ーマ別，または，方面別などの新たなモデルコー

スの提供ができれば，中学校の利用促進につなげ

ることができるだろう。 

6 おわりに 

 現在，当館への来館者は，小学生や未就学児童

とその保護者，特別支援学校の児童生徒等が多く

なっている。中学校の生徒の来館数が少ないこと

は，中学校の生徒の授業にちょうど良い内容の教

育資源をたくさん持っている当館の職員としては，

残念な限りである。忙しいためなかなか学校外に

出ることができず，1 単位時間の中で，当館に来

ることができる地理的条件にある中学校はごく少

数に限られているためなかなか難しいが， 「5 

中学校の利用促進のために」で述べたように，少

しずつでも利用の機会を増やしていくことが，今

後の利用促進につながっていくだろう。 
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(平成19・20 年度) 小・中学校と博物館の連携に関するア

ンケート調査報告書＜博物館編＞ 第2章 体験学習の取

り組みや内容について(2009 ,3) 

岩﨑正彦 千葉県立現代産業科学館の教育資源を生かし

た学習支援のあり方―電磁気領域を中心として― 千葉県

立現代産業科学館研究報告第 17号(2011,3) 

佐々木善裕 現代産業科学館における 総合的な学習の時

間に関する学校支援の在り方 ～小学校高学年を対象にし

たキャリア教育のプログラム案作成をとおして～千葉県

立現代産業科学館研究報告第 21 号(2015,3)  

生井敏昭 「電気との出会い」の感動 ～教員のための博

物館の日とサイエンスドームギャラリー展示をとおして

～ 千葉県立現代産業科学館研究報告第 21 号(2015,3) 

別紙1，2については，千葉県立現代産業科学館HPに加筆，

修正 
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